
（１）目標は、各施設や、地域の特色を生かしているか。 4.2

（２）目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図っているか。 4.1

（１）保育所保育指針をふまえ、指導計画を乳幼児の実態に即して作　成しているか。 4.2

（２）環境の構成を意識した保育や過程を常に工夫しているか 4.2

（３）素材・用具を適切に活用しているか。 4

（４）評価結果を基に、保育の改善に努めているか。 4.1

（１）行事のねらいを計画や実施に十分生かしているか。 4.2

（２）乳幼児の自主的・実践的な活動にしているか。 4

（３）計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 4.1

（４）保護者の願いや意見を取り入れているか。 4.3

（1）目標は、全職員で検討され共有されているか。 3.8

（2）食に興味が持てるよう、年齢別の食育活動を行っているか。 4.4

（１）他施設等と交流をしているか。 3.9

（２）参観や保育に参加する機会があるか。 4.5

（３）必要に応じて他施設と情報を交換し、それを交流活動に生かしているか。 4

（１）参観時間を制限せず、保護者以外も対象にした参観日・見学日・保育参加日等を設
定しているか。

4

（２）保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適切か。 4

（１）地域の子育て支援として、園庭や保育室等を開放しているか。 4.4

（２）職員による、育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 4.2

（３）医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り、保護者にとって必要な情報を提
供しているか。

4.4

（１）保育園だより・クラスだより、ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 4.6

（２）行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や関係施設等に周知しているか。 4.4
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　Ⅱ．　開かれた保育所づくり
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　Ⅰ．　保育の計画の編成と実施に関する評価

項目 内容 評価

大倉山保育園における自己点検・自己評価 （職員用 １／２）

＊２０２４年度の保育全般を各職員が総合的に評価し、その平均値を掲載しました。

５ ： たいへん良い

４ ： 良い

３ ： 大体良いが更に良くできる（もう少し学べば深められる）

２ ： 検討を要する

１ ： 改善を要する



（１）職務内容が明確で協働できる体制になっているか。 4.2

（２）係りや仕事の分担・割り当ては適切か。 3.8

（１）職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営に関
わっているか。 4

（２）打ち合わせ回数、時間、内容は適切か。 3.9

（３）「ヒヤリハッと」を記録・共有し、以後の保育に役立てているか。 4.2

（１）年齢別・クラス目標は、保育目標や乳幼児の実態に基づいて設定しているか。 4.3

（２）年齢別・クラス目標に即して短期・長期のねらいを適切に設定しているか。 4.3

（３）同年齢および異年齢児間の効果的な活動の充実を図っているか。 4.1

（４）職員の連携は十分に取れているか。 3.9

（５）評価（資料・諸記録）はしているか。 4.2

（１）避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施しているか。 4.5

（２）健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のために、家庭への啓発を行っているか。 4.3

（３）乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係機関等と連携を図っているか。 4.3

（４）基本的なアレルギーの種類や特質について理解し、アレルギーの子どもの援助をしている
か。 4.4

（１）研修の計画・運営は適切か。 4.2

（２）施設内・施設外研修に積極的な姿勢で参加し、専門知識や　　　　　　技能を高め、日々の保
育や業務に反映させているか。 4.3

（１）守秘義務を守り、乳幼児や保護者に関する個人情報を　　　　　　　　　適正に取り扱っている
か。 4.5

（２）子どものことやクラスのできごと等で必要なことは、職員間で　　　　　報告・連絡・相談をし、
情報を共有しているか。 4.3

（１）施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか。 4.3

（２）遊具・用具等を活用しやすいように整理・保管しているか。 4.1

（３）不審者に対応する配慮を行っているか。 4.3

⑧出納・経理 （１）資材の有効利用や経費の節減に努めているか。 4
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　Ⅲ．　保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価

内容 評価

⑥
情
報



（１）目標は、どのように特色を生かしているか説明できる。 4

（２）目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図れるようにしているか。 3.6

（１）保育所保育指針をふまえ、指導計画を乳幼児の実態に即して作成しているかを確認
し、必要に応じて適切に助言、指導をしているか。

3.8

（２）日々の保育に目を配り、必要に応じて適切な助言や指導、声掛けをしているか。 3.4

（３）評価結果を基に、保育の改善に努めているか。 3.6

（１）計画・実施・評価・改善の体制に自ら関わり、実践しているか。 3.6

（２）乳幼児の自主的・実践的な活動にしているか。 3.8

（３）保護者の願いや意見を取り入れられるよう、日常の中で保護者とのコミュニケーション
をとっているか。 4.2

（1）目標は、全職員で検討し、かつ共有できるようにしているか。 3.8

（２）年齢別の食育活動が行われるように助言をしているか。 3.2

（１）他施設等と交流をしているか。 3.6

（２）参観や保育に参加する機会を設け、周知しているか。 4.2

（３）必要に応じて他施設と情報を交換し、それを交流活動に生かしているか。 3.6

（１）参観時間を制限せず、保護者以外も対象にした参観日・見学日等を設定しているか。 3.8

（２）保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適切か。 3.6

（１）地域の子育て支援として、園庭や保育室等を開放しているか。 4.4

（２）職員による、育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 4

（３）医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り、保護者にとって必要な情報を提
供しているか。 3.8

（１）保育園だより・クラスだより、ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 3.8

（２）行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や関係施設等に周知しているか。 4

（1）第三者評価を導入し、施設運営に反映させているか。 4

（2）地域や保護者意見を施設運営に反映しているか。 4
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　Ⅰ．　保育の計画の編成と実施に関する評価

項目 内容 評価

大倉山保育園における自己点検・自己評価 （管理職用 １／２）

＊２０２４年度の保育全般を管理職員が総合的に評価し、その平均値を掲載しました。

５ ： たいへん良い

４ ： 良い

３ ： 大体良いが更に良くできる（もう少し学べば深められる）

２ ： 検討を要する

１ ： 改善を要する



大倉山保育園　（管理職用　２／２）

（１）職務内容が明確で協働できる体制になっているか。 3.4

（２）係りや仕事の分担・割り当ては適切かどうかを見直しているか。 3.2

（１）職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営
に関われるような環境作りをしているか。 3.4

（２）打ち合わせ回数、時間、内容は適切か。 3.4

（３）「ヒヤリハッと」を記録・共有するようにし、以後の保育に役立てられるようにしている
か。 3.8

（１）年齢別・クラス目標、およびねらいは、保育目標や乳幼児の実態に基づいて設定して
いるかを確認し、必要に応じ適切に助言、指導をしているか。 3.2

（２）職員の連携は十分に取れているか目を配り、必要に応じて助言等を行っているか。 3.4

（３）評価（資料・諸記録）等に目を通し、必要に応じ適切に助言、指導および改善を行っ
ているか。 3.2

（１）避難訓練・交通安全指導の計画を作成し、それに基づいて適切に実施しているか。 4

（２）乳幼児の健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のために、家庭・地域社会・関
係機関等と適切に連携を図っているか。 3.8

（３）基本的なアレルギーの種類や特質について理解し、アレルギーの子どもの援助をし
ているか。 4

（１）研修の計画・運営は適切か。 4.2

（２）自身も含め、職員全員が施設内・施設外研修に参加できる　　　　　　機会を作り、職
員の資質向上に努め、日々の保育や業務に反映　　　　　できるようにしているか。 4

（１）守秘義務を守り、乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り扱っているか。 4

（２）子どものことやクラスのできごと等で必要なことは、職員間で情報を共有できるように
し、自身も状況の把握に努めているか。 4

（３）公文書収受、発送、処理は適切に行っているか、また各表簿は適切な方法で作成・
処理しているか。 3.8

（１）施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているかを確認し、必要に応じて適切に
助言、  指導をしているか。 3.6

（２）不審者に対応する配慮を行っているか。 3.6

⑧出納・経理
（１）資材の有効利用や経費の節減に努めるよう心がけ、職員が意識できるようにしてい
るか。 3.2

　Ⅲ．　保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価
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【大倉山保育園 総評】

今年度の保育運営について、全職員で行なった自己評価の数値は、前年度

と大きな差異はありませんでした。 これは昨年度に引き続き、一年間を通して安

定した保育が提供できた結果だと思っています。日々、ひとり一人の子どもが、そ

の子らしく過ごせるようにインクルーシブ保育の実践を積み重ねられたのも、保

護者の皆さまや地域の方々の見守りとお力添え、各関係機関との連携、そして

現場にいる職員の皆さんの力があってのことだと思っています。心より感謝申し

上げます。

医療的ケア児サポート保育園としては、保護者の見学・相談だけでなく、他園や

各自治体職員の方々の見学・意見交換、情報共有等について、基本的には全て

の案件に対応してきました。 これまでの取り組みをまとめ、横浜市主催の研修

で事例発表、また、障害児保育についても連携機関主催の研修で事例発表を行

い、発信と経験の機会をいただけたことで園としての財産にもなりました。引き続

き、サポート園として機能できるように体制を整えていきたいと思います。

保育に関わる情報なども随時更新されていくため、各職員ができる限り外部の

研修等に参加する機会を設け、最新の情報を共有しながら、目の前にいる子ども

たちに、より良い保育が提供できるように努めていきます。また、保護者の皆さま

からのご要望やご意見についても、可能な範囲でお応えできるようにしたいと

思っています。

少子化が進んでいる状況を鑑み、ここ数年間は当園が地域資源としてできるこ

と、求められていること、果たすべき役割等についても考えながら運営を進めてき

ました。その中で、横浜市が地域子育て支援として取り組んでいる「子育てひろ

ば常設園」の募集があり、応募したところ、次年度からの実施園として選定されま

した。４月からは、専任の職員を配置し、これまで以上に地域への発信や地域と

の交流にも力を入れていくことになります。

引き続き、大倉山保育園に関わってくださる皆さまのご協力をお願いいたします。
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